
（３）野菜価格安定制度の仕組み（指定野菜）

野 菜 産 地 消 費 地

指定野菜 野菜指定産地

・生産出荷近代化計画
キャベツ（春、夏秋、冬） 卸売市場へ出荷
きゅうり（夏秋、冬春） 対 象 野 菜
さといも（秋冬）
だいこん（春、夏、秋冬）
ト マ ト（夏秋、冬春） 価格の著しい低落
な す（夏秋、冬春）
にんじん（春夏、秋、冬） 923産地
ね ぎ（春、夏、秋冬） （平成26年７月現在） 農畜産業振興機構により、
はくさい（春、夏、秋冬） 登録出荷団体等へ生産者補給金等
ピーマン（夏秋、冬春） の交付
レ タ ス（春、夏秋、冬） ＜指定野菜価格安定制度＞
たまねぎ
ばれいしょ
ほうれんそう 実需者との契約

取引による出荷
対 象 野 菜

○指定野菜 ○野菜指定産地
消費量が相対的に多く又は多くなること 指定野菜の種別ごとに、その ・契約出荷数量の不足へ

が見込まれる野菜であって、その種類、通 区域から当該指定野菜の出荷が の対応
常の出荷時期等により政令で定める種別に 行われる一定の生産地域であっ
属するもの（法第２条）（14品目30種別） て、その出荷の安定を図るため ・契約価格の著しい低落

当該指定野菜の集団産地として
形成することが必要と認められ ・出荷調整の実施
るもの（法第４条）

農畜産業振興機構により、
登録出荷団体等へ生産者補給金等

（注）「法」：野菜生産出荷安定法（昭和41年法律第103号） の交付
＜契約野菜安定供給制度＞
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